













に使用する出力容量 2 KVA で 10 V, 200A 
出力の仕様とするが、利用できる可変
周波数電源装置の都合上、実際は表 1
定格出力容量 50 [VA] 相数 単相
一次電圧 28 [V] 駆動周波数 2'"'-'20 [KHZ] 
二次電圧 2 [V] 出力波形 方形波




鉄心材料および寸法は昨年の研修で用いた図 1 に示す高周波仕様のフェライト EI カットコアを使
用する。その特性・寸法を表 2 に示す。また、巻線の巻数も昨年の設計値と同様で一次巻線数 Np=38
回、二次巻線数 Ns=4 回とする。
ロロ 名 TDK, Mz-Zn 7ェライト、 EI50-Z 
材質 H7Cl 材、電源用 鉄心寸法 [mm]
使用 f 300 KHz 以下 a 15.0 
飽和 Bm 0.45 [r] b 9. 7 
A 1 値 3960 [nH/N2] C 24.5 
透磁率 1296 [H/m] d 15.0 





















( a )内巻 (b) 混在巻 ( c )外巻
図 2 巻線構造配置







???? (1 1) 、
「一向
(1 2) 
ここで、 J AC :交流時の電流密度 [A/ rrlJ 、 J DC :直流時の電流密度 [A/ rrlJ 、 a: 導体の半径 [mJ 、
r 導体中心よりの距離[mJ 、 o :表皮の深さ [mJ 、 ω: 各周波数 [rad/ s ]、
。:導体の導電率[1/ (Q • m) ]、 μ: 導体の透磁率で導体の場合 4π ・ 10一 7











撚り線数 定格時の電流密度 断面積 表面積 表面積/断面積
一次側巻線 4 本 3.35 X 106 [Alnf] 0.785 x 1O-6[nf] 6.283 x 1O-6[m] 8.00 
二次側巻線 38 本 3.35 X 106 [Alnf] 7.461 x 1O-6[nf] 59.7 x 1O-6[m] 8.00 
一」








各試作トランスの 750C換算の直流抵抗は a. 内巻、 b. 混在巻、 C. 外巻のいずれの場合も一次巻線
抵抗=0.12 [0] 、二次巻線抵抗=0.0018 [0] と求められる。
(2 )巻数比試験
鉄芯の磁束密度 Bm=0.38 [T] 時で入力電圧 25V、
駆動周波数 2KHz の一次・二次の変圧比を表 5 に示す。
( 3 ) 無負荷試験
鉄心特性に大きく左右されるが、巻線配
置による無負荷損を求める。ただ、し、 トラ





表 5 巻数比試験 (Vp=25V 、 2KHz)
トランス
無負荷損失 [W]
表 6 無負荷試験 (Vp=25V、 2KH z) 
10KH z 以上では正確なデータを得られなかった。表 6 は安定したデータが得られた入力電圧 25V、








図 4 に一次側電流 Ip=2.63 A(定格電流、
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駆動周波数 f [KHz] 

























2 5 10 15 20 25 
駆動周波数 f [KHz] 
図 5 各周波数の漏れインダクタンスす配置が最小となった。今回のモデルトラン
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